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【 自学 ・ 礼節 ・ 鍛錬 】 

おはよう！こんにちは！あったかあいさつ 明るい四中 

★ 繋ぐ ★ 

 東日本大震災の直後に中学生が小学生やお年寄りを支

えながら高台に避難したことは「釜石の軌跡」と呼ばれ、

多くの命を救ったと話題になった。当時の中学生が避難

マニュアルにも書かれていないような行動ができたのは

なぜか。そこには、おそらく彼らには親や地域の先人か

ら「地震が来たら高台へ避難しろ」という言い伝えがあ

ったのだろう。それが無意識の中で巡り、勇気ある行動

につながったのかもしれない。 

 学校では、合唱コンクールの練習の真っただ中である。

練習の序盤、２年生と３年生の歌声交換会を１年生が見

学することを企画したシスターがあった。先輩方の合唱

に対する思いを後輩に受け継ぐために、自分たちの背中

を見せる姿は大変たくましく見えた。各クラス、代表者

が中心となって練習を運営できるのも、これまでの先輩

から伝承されたからこそである。担任の先生の指示がな

くても、自分たちでよく考え、話し合いを重ねて高みを

目指す様子は、まさに今年度の本校の重点目標の「主体

性」を体現する模範となる姿だ。一方で、男女で歌声に

ついて言い合いをする場面が見られるクラスもある。生

徒や担任の会話を聞きながら、思えば数十年前に自分が

中学生だった頃にも同じようなことがあったと、どこか

懐かしさも感じる。これについてはあえて伝承してきた

わけではないが、歴史は繰り返される。これを乗り越え

た先には素晴らしい歌声だけでなく、豊かな人間性やク

ラスの団結心が育まれるだろう。 

 総体・コンクールが終了してから部活動では２年生が

中心となって活動している。生徒会本部役員や委員会活

動でも、後期から２年生が長として活動し始めた。良き

伝統が継承されていくことに期待せずにはいられない。

また、来年４月に入学している新入生は、ほとんどの生

徒がこれまでの学生服とセーラー服を選択せず、柏市の

標準服を着てくると予想している。今まで何十年も変わ

らなかったものがなくなっていくのはどこか淋しい気も

するが、その反面、新たなスタンダードが生まれていく

ことも大きな楽しみである。私たち教職員は、これから

も学校で起こる様々な教育活動を生徒が正しく受け継

ぎ、新たな柏第四中学校の伝統を繋いでいくための一助

となれるよう努めていく所存だ。 

★ 東葛路 ★ 

 １０月１９日（土）、都内の国営昭和記念公園をゴ

ールとするコースで箱根駅伝の予選会が行われた。

毎年お正月に母校のたすきを胸に必死に躍動する

大学生を見続けてしまう。今年は１０人の合計記録

のたった１秒差で、本選出場の明暗がついた。１秒

を削り出すために、今まで必死に努力してきた姿が

想像される。今年は同日に東葛飾地方駅伝競走大

会、通称東葛駅伝が行われた。本校からも夏休み前

に特設駅伝部が発足し、選ばれし１０名の精鋭達が

東葛路を駆け抜けた。柏四中の駅伝部員も、記録的

な猛暑の中、夏休みには毎朝７時に学校に集まり、

校舎の長寿命化工事の影響でせまくなったグラウ

ンドを必死に走り続けた。結果は昨年度を大きく上

回る２４位でのゴールとなり、選手だけでなくサポ

ートメンバーも含め、皆で盛り上がった。今までの

努力が報われた瞬間だ。学校に到着したバスから、

達成感に満ち溢れた表情で降りてくる生徒の姿は、

なんだかひと回り大きくなったように

感じられた。沿道にかけつけてくれた生

徒や保護者の応援も彼らの力となり、思

い出深い一日となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ １１月の主な行事 

2(土)  青少協ふれあいミニ運動会＠柏八小 

4(月)   振替休日 

6(水)  小学生対象特別支援学級見学会 

6(水)～  保護者面談・三者面談開始(～15日) 

15(金)  ３学年 ２学期末考査 

21(木)～ １・２学年 ２学期末考査(～22日) 

21(木)～ ３学年 確認テスト④(～22日) 

23(土)  コミュニティスクール主催 

     「三校合同クリーン大作戦！」 

28(木)～ ２学年職場体験学習(29日) 


